
「新学校図書館図書整備５か年計画」について

背 景

◆ 平成１９年度から平成２３年度の

５年間で、学校図書館図書標準の達成を目指す

◆ 更新冊数分を措置

＜財政規模＞ 約１，０００億円（単年度約２００億円）

（内訳）
増加冊数分：約４００億円（単年度約80億円）
更新冊数分：約６００億円（単年度約120億円）

現 状

○「子どもの読書活動の推進に関する法律（平成13年12月公布・施行）」

○「文字・活字文化振興法（平成17年7月公布・施行）」

子どもの読書活動の推進のため、学校図書館の充実が必要

「新学校図書館図書整備５か年計画」

○学校図書館図書標準（注１）を達成した学校の割合は、

小学校３７．８％ 中学校３２．４％（平成17年３月時点）
（注１）平成５年策定の公立義務教育諸学校の学校図書館の図書の整備の目標

○図書整備については、 「学校図書館図書整備５か年計画」に

より、毎年約１３０億円、総額約６５０億円を「増加冊数分」（注２）

として地方財政措置（平成１４年度～平成１８年度）
（注2）図書標準達成のために増やすべき冊数

学校図書館図書標準達成のためには、「増加冊数分」だけで

なく、「更新冊数分」（注３）も含めた図書整備のための継続的

な財源確保が必要
（注3）廃棄される図書を更新するための冊数


